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平
成
20
年
３
月
に
市
民
の
皆
様

か
ら
負
託
を
受
け
、
皆
様
の
ご
期

待
と
、
ご
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、

協
働
型
市
政
へ
の
改
革
と
創
造
へ

の
挑
戦
精
神
の
も
と
、
市
民
皆
様

の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
無
我

夢
中
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
予
想
以
上
に
厳
し
い

本
市
の
財
政
事
情
を
直
視
し
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
き
た
結
果
、

皆
様
に
も
様
々
な
形
で
改
革
の
痛

み
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
心

を
痛
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
確
実
に
財
政
健
全
化
の

道
を
歩
み
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

き
た
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
平
成
21
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
府
予
算

の
基
本
的
な
考
え
方
や
地
方
財
政

収
支
見
通
し
の
概
要
等
を
踏
ま
え
、

対
馬
市
独
自
の
施
策
を
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、
可
能
な
限
り
取
り
入

れ
た
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環

境
や
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本

来
の
対
馬
の
有
り
様
や
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
に
思
い
を
馳
な
が
ら
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
英

知
を
結
集
し
て
、
創
意
工
夫
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
、
「
元
気
な
対

馬
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
唯
一
の

方
法
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　　
地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
と
の

連
携
、
商
業
集
積
の
高
度
化
・
魅

力
向
上
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
の
定

住
化
対
策
の
促
進
を
重
点
施
策
と

し
、
産
業
基
盤
整
備
の
た
め
の
林

道
開
設
事
業
、
漁
港
・
漁
場
整
備

事
業
、
港
湾
整
備
事
業
等
各
産
業

の
基
盤
施
設
整
備
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
管
理
と
継
続
的
な

利
用
を
図
る
た
め
の
磯
焼
け
対
策

事
業
、
種
苗
放
流
事
業
、
ま
た
、

有
害
鳥
獣
か
ら
農
林
産
物
の
被
害

防
止
等
を
図
る
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
な
ど
集
落
ぐ
る
み
で
の
総

合
的
な
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
定
住
化
対
策
の
促
進
で
は
、
漁

業
に
就
業
す
る
意
欲
の
あ
る
も
の

を
育
成
す
る
21
世
紀
の
漁
業
担
い

手
確
保
推
進
事
業
、
島
外
転
出
者

の
呼
び
戻
し
を
含
め
た
本
市
へ
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

希
望
者
に
対
す
る
島
内
視
察
や
体

験
ツ
ア
ー
等
の
田
舎
暮
ら
し
促
進

事
業
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
若
者
の

島
内
定
住
、
新
た
な
雇
用
の
創
出

等
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
誘
致
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
振
興
補
助
金
交
付
制
度

に
よ
り
、
新
規
の
起
業
支
援
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
新
た
に

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
事
業
を
設
け

制
度
を
拡
充
し
、
旧
来
か
ら
の
対

馬
の
産
業
構
造
の
転
換
を
促
す
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
の

保
全
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
、

自
然
を
活
か
し
た
生
活
環
境
の
魅

力
化
を
重
点
施
策
と
し
、
海
山
等

の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
、
日
韓
大
学
生
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
参
加

を
い
た
だ
い
て
実
施
し
て
い
る
漂

着
ゴ
ミ
海
岸
清
掃
等
に
係
る
事
業

を
今
年
度
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
日
の
環
境
問
題
は
、
地
球
温

暖
化
と
い
っ
た
地
球
規
模
で
の
問

題
か
ら
、
ゴ
ミ
問
題
や
大
気
汚
染

と
い
っ
た
身
近
な
問
題
に
ま
で
広

が
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
引

き
続
き
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
を
図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化

槽
及
び
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
容
器
設
置

に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
来
年
度
を
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
」
元
年
と
位
置
づ
け
、

将
来
に
わ
た
っ
て
対
馬
全
体
で
実

施
し
て
い
く
た
め
事
業
趣
旨
の
啓

発
を
始
め
推
進
を
図
り
、
オ
フ
セ

ッ
ト
の
相
手
方
と
な
る
島
外
企
業

な
ど
に
働
き
か
け
て
い
く
所
存
で

す
。

　
本
市
に
は
、
全
国
に
も
類
を
見

な
い
自
然
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

や
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
等
を
は
じ
め
、

対
馬
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
野
生
動
植
物
の
保
護
に
向
け
て
、

市
民
、
対
馬
野
生
生
物
保
護
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
保
護
啓
発
活
動

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ

ア
都
市
と
の
国
際
交
流
の
促
進
、

独
自
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
交

流
人
口
の
拡
大
、
広
域
交
流
を
支

え
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
強
化
を
重

点
施
策
と
し
、
島
内
外
の
広
域
的

な
交
流
活
動
の
促
進
や
国
境
を
超

平
成
21
年
度
施
政
方
針

創
造
的
な
産
業
と
次
世
代
の�

担
い
手
を
育
む
人
と
ま
ち�

豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
図
り
、�

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
人
と
ま
ち�

固
有
の
歴
史
文
化
を
発
信
し
、�

交
流
の
活
発
な
人
と
ま
ち�

　
３
月
９
日
、平
成
21
年
第
１
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が

開
か
れ
財
部
市
長
が
、
今
年
度
の
施
政
方
針
を
説
明
し

ま
し
た
。　



3 広報つしま  2009. 4

tsushima city community magazine

え
た
文
化
交
流
を
充
実
す
る
た
め

に
、
影
島
区
と
の
行
政
交
流
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
対
馬
ア
リ
ラ

ン
祭
り
、
国
境
マ
ラ
ソ
ン
、
ち
ん

ぐ
音
楽
祭
を
始
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
等
交
流
事
業
、
日
韓
交
流
教
育

促
進
事
業
、
離
島
留
学
生
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
事
業
等
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
街
な
み
環
境
整

備
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
市
街
地
道
路
の
美
装
化
、
観

光
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
等
の
観
光

客
受
け
入
れ
体
制
の
基
盤
整
備
を

行
い
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン

開
催
な
ど
の
自
然
体
験
型
観
光
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に

平
成
21
年
度
第
七
回
補
正
予
算
に

計
上
し
今
年
度
か
ら
着
手
し
ま
す

「
ま
ち
な
か
推
進
事
業
」
を
積
極

的
に
活
用
す
べ
く
対
象
地
域
と
協

議
に
入
り
ま
す
。

　
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
教
育
環

境
の
構
築
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
生
涯
学
習
の
充
実
、
芸
術
・
文

化
活
動
の
振
興
を
重
点
施
策
と
し
、

豊
か
な
心
や
確
か
な
学
力
を
育
む

教
育
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
総

合
学
習
事
業
、
心
の
教
室
相
談
員

事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

学
校
図
書
の
充
実
、
教
育
用
パ
ソ

コ
ン
更
新
等
教
育
施
設
の
充
実
・

整
備
を
図
り
ま
す
。

　
安
心
安
全
な
子
供
の
活
動
拠
点

を
設
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
画

を
得
て
文
化
活
動
、
交
流
活
動
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
放
課
後
子
ど

も
教
室
推
進
事
業
を
今
年
度
も
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る

た
め
に
、
文
化
施
設
の
充
実
と
生

涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
つ
し
ま
図
書
館
を
地
域

の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
充
実
す

る
た
め
の
図
書
、
視
聴
覚
備
品
等

の
整
備
、
ま
た
、
一
流
の
芸
術
・

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る

公
演
事
業
、
青
少
年
劇
場
開
催
事

業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
の
充
実
、
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
施
設
の
充
実
、

住
民
の
社
会
参
加
支
援
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
重
点
施
策
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
次
世
代

育
成
支
援
対
策
の
後
期
行
動
計
画

策
定
年
度
に
あ
た
り
、
よ
り
地
域

の
実
情
に
即
し
た
子
育
て
支
援
計

画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
施
設

を
上
対
馬
・
豊
玉
地
域
に
設
置
す

る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
病
院
は
地
域
に
お

け
る
基
幹
的
な
公
的
医
療
機
関
と

し
て
地
域
医
療
の
確
保
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
必

要
な
医
療
を
安
定
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
、
長
崎
県
病
院
企
業
団

病
院
、
診
療
所
の
機
能
分
担
・
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
や
疾
病

構
造
の
変
化
に
伴
い
、
健
康
の
増

進
の
必
要
性
が
著
し
く
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
の

健
康
を
守
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
「
健
康
対
馬
21
」
計
画

の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
婦
母
子
健

診
に
対
す
る
助
成
を
五
回
か
ら
十

四
回
へ
と
、
拡
大
を
予
定
し
て
お

り
、
少
子
化
対
策
と
し
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
予
防
接
種
事
業
に
お

い
て
、
本
年
度
か
ら
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
を
追
加
す
る
こ
と
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
増
進

の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増

進
施
設
の
充
実
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
の
支
援
、
住
民
の
社
会
参
加

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
等
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
身
近
な
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
促
進
、
安
全
で
質
の
高

い
住
環
境
の
整
備
、
地
域
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
重
点

施
策
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
要

望
も
強
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、

国
・
県
道
の
整
備
を
始
め
、
島
内

を
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
道
路

交
通
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
島
内
交
通
の
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
お
り
、
昨
年
度

か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間

を
活
用
し
て
、
路
線
バ
ス
に
替
え

て
市
営
バ
ス
を
二
路
線
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
、
新

た
に
一
路
線
を
追
加
し
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
大
胆
に
転
換
せ
ね
ば
住
民
の

足
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
路
線
ご
と

の
代
替
手
段
の
可
能
性
を
模
索
す

る
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
策
定
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
安
全
で
質
の
高
い
住
環
境
の
整

備
を
図
る
た
め
、
市
営
住
宅
の
維

持
補
修
、
北
部
地
区
斎
場
建
設
事

業
、
ま
た
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
、
公
共
建
築
物
耐
震
診

断
調
査
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
内
全
域
を
網
羅
す
る
地
域
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、

市
民
が
均
し
く
情
報
を
共
有
す
る

た
め
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
暫
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
工

事
の
完
了
し
た
地
区
か
ら
逐
次
、

市
の
有
線
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
市

民
の
誰
も
が
最
先
端
の
情
報
通
信

を
手
軽
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
、
平
成
22
年
４
月
の
全
面
開

局
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
が
連
携
し
て
支
え
る
教
育�

文
化
の
充
実
し
た
人
と
ま
ち�

思
い
や
り
と
健
や
か
さ
を
育�

む
健
康
・
福
祉
の
人
と
ま
ち�

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
生�

活
基
盤
の
整
っ
た
人
と
ま
ち�
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歳出
（目的別）�

依�

存� 財�

源�
依�

存� 財�

源�歳入

自主財源�
�
自主財源�
�

　3月議会で可決された対馬市の平成21年度当初予算についてお知らせします。
　平成21年度の予算規模は、一般会計が前年度比2.7％増の283億2,500万円で、11の特別会計を併せると前年
度比1.5％増の総額391億8,307万6千円となっています。
　平成20年度の国の第2次補正に伴う地域活性化・生活対策臨時交付金事業として、ハード事業2億200万円、ソ
フト事業1億8,200万円が計上されていることが増額の要因のひとつとなっています。
　なお、昨年度の当初予算は市長改選に伴い、政策的経費を極力抑えて義務的経費を中心に編成された骨格予算
であったため、市長選挙後の6月補正後と比較すると一般会計予算は2億770万円増（0.7％増）となりました。

平成21年度当初予算　総額392億円
一般会計前年度比2.7％増、基金取り崩しは5億円�

歳出
　歳出で前年度より増加したのは、農林水産業費20億9,985万円（5億1,703万円
増、32.7％）、衛生費32億8,886万円（4億375万円増、14.0％）などで、減少額が大
きいものは、公債費67億2,339万円（3億5,298万円減、△5.0％）、総務費55億
2,115万円（9,954万円減、△1.8％）などとなっています。�

（
目
的
別
）�

歳出内訳

公債費�
67億2,339万円（23.7%）�

教育費�
20億2,276万円（7.1%）�

農林水産業費�
20億9,985万円（7.4%）�

衛生費�
32億8,886万円（11.6%）�

総務費�
55億2,115万円（19.5%）�

�
3億9,249万円�
1億7,766万円�

959万円�
2,000万円�

�
�
�
�

（内訳）�
商工費�
議会費�
諸支出金�
予備費�

その他　�
5億9,974万円（2.1%）�

民生費�
57億9,535万円（20.5%）�

消防費�
8億6,625万円（3.1%）�

土木費�
14億765万円（5.0%）�

歳入
　一般会計の歳入に占める自主財源は41億5,400万円で、全体の14.6％で、自主財
源の柱である市税は28億3,921万円（対前年度比1億7,393万円減、△5.8％）と見込
んでいます。 地方税�

28億3,921万円（10.0%）�

県支出金�
19億6,295万円（6.9%）�

市債�
39億5,490万円（14.0%）�

繰入金�
5億1,126万円（1.8%）�

（内訳）�
繰越金�
使用料�
分担金負担金�
諸収入�
手数料�
財産収入�
寄付金�

�
1億円�

2億2,258万円�
1億9,573万円�
7,334万円�

1億1,869万円�
9,259万円�
60万円�

�

�
2億5,908万円�
2億9,400万円�
2,800万円�

1億1,780万円�
�
�
�
�
�
�
�

その他　�
8億353万円（2.8%）�

（内訳）�
地方譲与税�
地方消費税交付金�
地方特例交付金�
その他�

その他�
6億9,888万円（2.5%）�歳入内訳

地方交付税�
148億1,930万円（52.3%）�

国庫支出金�
27億3,497万円（9.7%）�



総務費
●移動通信用鉄塔整備事業
　（3基地局：上槻、佐保、唐舟志）
●ＣＡＴＶ施設整備事業
　（ＩＰ告知端末、宅内配線工事）
●ジェットフォイル航路再生支援事業補助金
●基金積立（4基金）

民生費
●児童手当費
●生活保護費
●社会福祉協議会補助金
●後期高齢者医療広域連合負担金

衛生費
●斎場建設事業（仮称：北部斎場）
●ごみ処理関連経費
●し尿処理関連経費
●合併処理浄化槽設置整備事業補助金
●長崎県病院企業団負担金

農林水産業費
●イノシシ等有害鳥獣対策事業
　（防護ネット、防護柵補助他）
●対馬しいたけ復活プラン推進事業
　（大型生産団地、種駒補助、販路拡大他）
●林道整備事業
●漁業後継者対策事業補助金
●漁港整備事業
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   区　　　分 　　　予　算　額�

収 益 的 収 入　　　　２億４,８８８万円

収 益 的 支 出　　　　２億３,５８６万円

資 本 的 収 入　　　　　　　３５４万円

資 本 的 支 出　　　　１億４,４２５万円

　　会　　　計　　　名

診療所特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険地域支援事業特別会計

特別養護老人ホーム特別会計

簡易水道事業特別会計

集落排水処理施設特別会計

旅客定期航路事業特別会計

風力発電事業特別会計

　　　　合　　　　計

対前年度増減額　

2,953万円

1億680万円

△3億8,244万円

△5,004万円

1億5,832万円

209万円

2,079万円

△7,920万円

260万円

463万円

1,486万円

△1億7,207万円

対前年度増減率 

9.1

2.1

△ 96.7

△ 13.7

5.5

1.8

4.5

△ 6.5

12.4

14.8

44.2

△ 1.6

予　　算　　額　

3億5,313万円

53億550万円

1,303万円

3億1,637万円

30億2,432万円

1億1,595万円

4億7,952万円

11億4,225万円

2,360万円

3,596万円

4,846万円

108億5,808万円

9,660万円

14億1,146万円

2,500万円
5億884万円

4億3,347万円
14億6,390万円
1億1,953万円
3億4,427万円

3億1,090万円
8億6,451万円
4億8,293万円

3,270万円
6億7,290万円

4,614万円

3,215万円

5,857万円
860万円

4億428万円

商工費
●消費拡大流通地域振興促進事業
　（地域商品券）
●島観光物産協会補助金
●観光施設管理等委託料

土木費
●市道久田日掛線改良事業
●市道赤島線改良事業
●市道大船越循環線改良事業
●河川維持補修工事
●厳原港国際ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ整備事業
●まちづくり交付金事業

消防費
●消防ポンプ自動車等購入
●消火栓設置負担金
●消防団運営費補助金
　（102分団、団員1,790人）

教育費�
●通学バス運行委託料
●学校施設維持補修工事
●文化財保護関連経費
●体育協会補助金
●スポーツ活動振興補助金

2,000万円

2,100万円
9,715万円

1億円
1億円

8,500万円
160万円

1億3,300万円
1億1,404万円

2,940万円
1,240万円
2,810万円

1億650万円
1,464万円
7,252万円
2,000万円

800万円

特 別 会 計 �

企業会計（水道事業）�

　特別会計とは、特定の事業を行う場合、その事業だけに特
定の歳入を充てるため、一般会計と区別している会計です。
　本市には、次の11の特別会計があります。

　企業会計とは、地方公営企業として、一般会計とは
独立して運営します。運営に関する費用は、その事業
の活動による収入を充てます。
　収益的収入では黒字ですが、資本的収入での赤字額
は当年度分損益勘定留保資金などで補てんして運営し
ます。

平成21年度一般会計の主な使いみち�
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　３月８日、上県町佐護地区の「千俵蒔山」で野焼きが行
われました。
　地域住民や消防団、ボランティアなど約100人が参加し
て行われ、標高287メートルの山頂部から枯れ草に火が付
けられると、炎は勢いよく燃え広がり、約５ヘクタールを
焼き払いました。
　野焼きは、佐護地区（平山美登区長）が、かつての草原
景観を取り戻そうと、昨年、40年ぶりに復活させたもので
す。昭和22年に約100ヘクタールあった草原は、植生の遷
移により現在7.4ヘクタールしか残っておらず森林化が進
んでいます。この野焼きで、草原が再生し植物や小動物が
増え、ツシマヤマネコの生息環境の改善につながります。

　３月７日、美津島町のショッピングセンターパル21店舗

前で、対馬地区漁業士会（会長吉村厚さん）が「つしまん

魚市」を開きました。アジやサバ、ヒラス、タイ、アワビ、

ナマコなど対馬で捕れた新鮮な魚介類が、通常の価格より

安く売られるため、多くの人が詰めかけました。

　今年で２回目を迎えた魚市には、島内ではなかなか流通

しない穴子やヨコワも売られ、午前10時の販売開始からわ

ずか10分間でほぼ完売するほどの大盛況でした。

　吉村会長は、「地元でも食べられない魚を少しでも安く、

美味しい魚を提供できることができ、これからもっと地産

地消が広がれば」と話してくれました。

　対馬高校の国際文化交流コースで、韓国語を学んでいる

a田千晶さん（１年）、緒方美里さん（１年）が３月21日、

東京で開催された「第２回・話してみよう韓国語高校生大

会（スキット部門）」で、最優秀賞を受賞しました。全国

から予選を勝ち抜いた計9組18人が、身ぶり手ぶりを交え

２人組で寸劇を行い、表現力などを競うスキット部門に参

加しました。審査員から会話の発音もきれいで、全体的に

まとまりがよく高い評価を受けた2人は、「自分たちより

発音が上手な人がいて、まさか、審査発表で最後に名前が

呼ばれるとは」と驚きを語ってくれました。

　県内事業者の新商品の開発意欲を促進し、ふるさと産業の

振興を目指し、新しい特産品を審査する第40回長崎県特産品

新作展の表彰式（長崎県主催）が、３月３日、県庁で行われ

上対馬町の「ももたろう（代表辻清美さん）」の「あなごつみ

れ鍋セット」が農林、水産加工部門の最優秀賞に輝きました。

　対馬産の天然あなごを使ったつみれは、食感がよく、鰹節

と昆布でとっただしとの相性も抜群で、食べる人の心も満た

してくれる一品です。県内では、同部門やお菓子部門から60

点が出品されました。

　辻さんは「もっと皆さんが、あなごの美味しさを知ってほ

しい、商品化まで２年半、苦労しました」と話してくれました。

千俵蒔山に春よこい�

鮮度も味も一級品�

全国大会で最優秀賞を受賞�

笑顔で受賞を喜ぶ緒方さんとa田さん（右）�

最優秀賞を受賞「あなごつみれ鍋セット」�
�

受
賞
を
喜
ぶ
辻
さ
ん�

（この事業は、「全国モーターボート競走施行者協議会」の助成事業です。）
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３
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
卒
業
証
書
授

与
式
が
島
内
で
行
わ
れ
小
中
学
生
７
１
４
人

（
小
学
生
３
４
０
人
、
中
学
生
３
７
４
人
）

が
、
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
久
田
小
学
校
内
院
分
校
（
境
良
朗
校
長
・

児
童
６
人
）
で
は
、
一
人
だ
け
の
卒
業
証
書

授
与
式
が
18
日
に
行
わ
れ
、
平
間
美
里
さ
ん

が
、
内
院
小
学
校
が
分
校
に
な
っ
て
初
め
て

の
卒
業
生
に
な
り
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
児
童
、
先
生
、
保
護
者
や
住
民

が
出
席
し
、
在
校
生
５
人
が
、
「
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
の
美
里
姉
ち
ゃ
ん
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
で
き

ま
し
た
」
と
「
別
れ
の
言
葉
」
を
述
べ
る
と

美
里
さ
ん
も
「
み
ん
な
で
食
べ
た
給
食
、
毎

日
遊
ん
だ
昼
休
み
、
み
ん
な
仲
良
し
で
す
」

と
涙
な
が
ら
に
応
え
、
先
生
や
後
輩
た
ち
に

見
送
ら
れ
学
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
美
里
さ

ん
は
、
「
将
来
、
ケ
ー
キ
職
人
か
幼
稚
園
の

先
生
に
な
り
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
19
日
に
は
、
久
和
小
学
校
（
林
田

英
治
校
長
・
児
童
５
人
）
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
、
一
人
だ
け
の
卒
業
生
、
久
和

拓
也
く
ん
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
校
生
４
人
か
ら
は
「
い
ま
ま
で
と
変
わ

ら
ず
や
さ
し
く
、
勇
気
の
あ
る
中
学
生
に
な

っ
て
」
と
激
励
さ
れ
、
拓
也
く
ん
は
「
多
く

の
方
々
の
温
か
い
心
と
、
期
待
に
応
え
る
よ

う
勉
強
や
運
動
を
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く

誓
い
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
、
第
22
回
対
馬
豆
酘
の
里
ロ
ー

ド
・
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
４
３
３
人
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
　

　
大
会
は
、
豆
酘
中
学
校
前
を
ス
タ
ー
ト
、

豆
酘
集
落
を
抜
け
、
そ
の
周
辺
の
道
路
を
通

る
４
・
４
㎞
と
８
・
０
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
早
春
を
迎
え
た
豆
酘
地
区
の
豊
か
な
自
然

を
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
る
参

加
者
や
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な
ど
、
皆
さ
ん

爽
快
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

■８km 《一般》▼男子①波田裕一郎30分46秒　②小野昌宏32分43秒　　③江口祥平35分12秒

　　　　　　　　▼女子①中村さつき40分57秒　②樋口浩子59分21秒　　③原佐代美59分33秒

■4.4km《一般》▼男子①法山展廣15分46秒　　②國分美喜雄18分59秒　③平山貴之19分45秒

　　　　　　　　▼女子①島本美和25分14秒　　②小宮千代28分24秒　　③八坂香代29分05秒

　　　《中学生》▼男子①松原弘輝15分01秒　　②川邊健太郎15分27秒　③佐藤航大16分24秒

　　　　　　　　▼女子①川上綾香18分19秒　　②狩倉法子24分36秒　　③小島柚香24分38秒

　　　《小学生》▼男子①井上雄太16分00秒　　②三浦健太16分02秒　　③佐護賢也17分07秒

　　　　　　　　▼女子①早田朱夏18分37秒　　②奥田零果20分07秒　　③山瀬未来20分08秒

一
人
だ
け
の
卒
業
式�

別れのことばを述べる美里さん（内院分校）�

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
見
送
ら
れ
る
拓
也
く
ん�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
和
小
学
校
）
　�

豆
酘
の
里
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
大
会�

【大会結果】　各部門３位まで、敬称略�
�
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◎
３
月
31
日
付
退
職

【
部
長
級
】松
井
雅
美（
豊
玉
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
理
事
）、原
田
義
則（
上
県
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
理
事
）、川
上
司（
建
設
部
長
）、

小
島
憲
治（
農
林
水
産
部
理
事
）、中
村
計
司

（
福
祉
保
健
部
理
事
）、阿
比
留
博
文（
農
林

水
産
部
理
事
）、阿
比
留
博
幸（
峰
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
理
事
）

【
次
長
級
】扇
廣
幸（
福
祉
保
健
部
次
長
兼
福

祉
課
長
）、小
島
近（
農
林
水
産
部
次
長
兼
農

林
振
興
課
長
）、阿
比
留
仁
志（
消
防
本
部
理

事
兼
空
港
出
張
所
長
）

【
課
長
級
】阿
比
留
正
雄（
会
計
課
峰
分
室
室

長
）、青
柳
廣
和（
仁
田
出
張
所
長
）、春
日
亀

隆
義（
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支

援
課
長
）、庄
司
茂
夫（
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
）、平
田
幹
子（
泉
保
育
所
参
事
）小

島
武
博（
文
化
財
課
長
兼
美
津
島
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
美
津
島
地
区
公
民
館
長
）

吉
野
吉
広（
上
県
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
上
県
地
区
公
民
館
長
）、鶴
岡
利
信

（
南
地
区
教
育
事
務
所
長
）、川
上
幸
義（
豊

玉
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
幹
兼
場
長
）、

永
留
正
司（
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課

長
）

【
課
長
補
佐
級
】冨
ツ
ル
エ（
佐
須
奈
保
育
所

参
事
）、武
田
麗
子（
乙
宮
へ
き
地
保
育
所
参

事
）、日
高
は
つ（
上
県
地
区
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
上
県
地
区
公
民

館
参
事
兼
課
長
補
佐
）、比
田
勝
米
子（
教
委

総
務
課
参
事
）、神
宮
美
恵
子（
浅
茅
の
丘
副

参
事
）、内
山
波
惠（
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
住
民
生
活
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）、山

田
伸（
北
部
建
設
事
務
所
参
事
兼
課
長
補
佐
）、

財
部
玉
美（
佐
須
奈
保
育
所
副
参
事
）、國
分

美
智
也（
消
防
署
豊
玉
出
張
所
警
防
班
参
事

兼
課
長
補
佐
）

【
一
般
】辻
喜
美
代（
泉
保
育
所
調
理
員
）、大

石
佳
代（
福
祉
課
主
事
）、荒
木
節
子（
厳
原

北
小
学
校
用
務
員
）、道
美
知
子（
比
田
勝
中

学
校
用
務
員
）、佐
伯
陽
子（
塩
浦
小
学
校
用

務
員
）、中
村
美
津
代（
今
里
小
学
校
用
務
員
）、

中
村
健
太
郎（
消
防
署
峰
出
張
所
予
防
班
主

事
）、大
江
泰
宏（
消
防
署
総
務
課
総
務
班
主

事
）

◎
３
月
31
日
付
割
愛
退
職

倉
田
登
勝（
学
校
教
育
課
）

◎
３
月
31
日
付
派
遣
期
間
満
了�

▼
長
崎
県
＝
田
嶋
幸
一（
農
林
水
産
部
農
林

振
興
課
）

�

◎
４
月
１
日
付
異
動

　
　
　
※
氏
名
の
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】�

《
地
域
再
生
推
進
本
部
》▼
副
本
部
長（
昇
任
）

＝
豊
田
充（
総
務
企
画
部
地
域
振
興
課
）

《
観
光
物
産
推
進
本
部
》▼
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
平
山
哲
正（
同
部
長
崎
県
大
阪
事
務
所

派
遺
）▼
副
参
事
兼
係
長（
対
馬
市
福
岡
事

務
所
）＝
阿
比
留
忠
明（
市
民
生
活
部
環
境

衛
生
課
）

《
総
務
企
画
部
》【
地
域
振
興
課
】▼
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
阿
比
留
勝
也（
建
設
部
建
設
課
）

▼
副
参
事
兼
係
長
＝
扇
徹
弥（
観
光
物
産
推

進
本
部
）

【
情
報
政
策
課
】▼
室
長（
昇
任
）(

電
算
室)

＝

三
宅
一
郎（
総
務
企
画
部
総
務
課
）�

《
市
民
生
活
部
》【
市
民
課
】▼
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
阿
比
留
孝
男（
福
祉
保
健
部
保
護
課
）

【
税
務
課
】▼
副
参
事
兼
係
長
＝
内
山
博
晴

（
同
部
同
課
長
崎
県
税
務
課
派
遺
）▼
主
任

＝
庄
司
伸
吾（
同
部
環
境
衛
生
課
北
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
）、大
川
紀
実（
美
津
島
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
）▼
主
事(

長
崎

県
税
事
務
所
派
遺)

＝
立
花
譲
偉（
総
務
企

画
部
情
報
政
策
課
）【
環
境
衛
生
課
】▼
課
長

＝
平
間
壽
郎（
厳
美
清
華
苑
所
長
兼
務
解
除
）

▼
副
参
事
兼
所
長
＝
糸
瀬
敏
春（
同
部
同
課

厳
美
清
華
苑
）▼
副
参
事
＝
山
内
輝
幸（
豊

玉
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
）▼

主
任
＝
龍
造
寺
政
秀（
福
祉
保
健
部
南
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
）

《
福
祉
保
健
部
》【
福
祉
課
】▼
課
長（
昇
任
）

＝
神
宮
満
也（
総
務
企
画
部
財
政
課
）▼
副

参
事
＝
小
宮
明
美（
豊
玉
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
住
民
生
活
課
）▼
主
事
＝
洲
河
直
樹（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）【

知
保
育
所
】▼

参
事
兼
所
長
＝
梅
野
若
子（
同
所
）▼
参
事

＝
國
分
敦
子（
大
船
越
へ
き
地
保
育
所
）、参

事
＝
阿
比
留
絹
代（
竹
敷
へ
き
地
保
育
所
）

【
大
船
越
へ
き
地
保
育
所
】▼
参
事
＝
阿
比

留
和
子（

知
保
育
所
）【
賀
谷
へ
き
地
保
育

所
】▼
参
事
＝
土
脇
典
子（
小
綱
へ
き
地
保

育
所
）【
乙
宮
へ
き
地
保
育
所
】▼
参
事
＝
永

留
み
ち
え（
仁
田
保
育
所
）【
小
綱
へ
き
地
保

育
所
】▼
参
事
＝
舟
橋
信
枝（
賀
谷
へ
き
地

保
育
所
）【
佐
賀
保
育
所
】▼
参
事
＝
村
瀬
直

枝（
豊
玉
南
保
育
所
）【
三
根
保
育
所
】▼
参

事
＝
鍵
本
実
子（
一
重
へ
き
地
保
育
所
）【
佐

須
奈
保
育
所
】▼
参
事
＝
正
木
孝
子（
比
田

勝
保
育
所
）【
泉
保
育
所
】▼
副
参
事
＝
木
寺

美
紀（
比
田
勝
保
育
所
）【
一
重
へ
き
地
保
育

所
】▼
参
事
＝
橋
本
靖
子（
佐
賀
保
育
所
）【
保

護
課
】▼
副
参
事
兼
係
長
兼
査
察
指
導
員
＝

吉
田
計
士（
同
課
）▼
主
任
＝
原
田
和
良（
同

部
長
寿
支
援
課
）、小
島
豪
樹（
農
林
水
産
部

農
林
振
興
課
）、西
山
厚（
市
民
生
活
部
税
務

課
）【
長
寿
支
援
課
】▼
課
長
＝
桝
谷
雅
勝（
総

務
企
画
部
情
報
政
策
課
電
算
室
）▼
副
参
事

兼
係
長
＝
梅
野
浩
二（
豊
玉
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
兼
豊
玉
地
区
公
民
館
）▼
主
任
＝

平
江
祐
二（
同
部
保
護
課
）【
健
康
保
健
課
】

▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
多
田
幸
喜（
同
部
長

寿
支
援
課
）▼
主
任
＝
阿
比
留
正
博（
美
津

島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
）▼

保
健
師
＝
阿
比
留
智
美（
同
部
北
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
）、松
永
ふ
み（
同
部
南
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
）【
南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
】▼
主

任
＝
末
永
慎
司（
市
民
生
活
部
環
境
衛
生
課
）、

桐
谷
知
佐（
同
部
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

【
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
＝
八
坂

義
久（
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
佐
賀
出
張

人
事
異
動�

�
対
馬
市
の�
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所
）▼
副
参
事
兼
係
長
＝
八
島
誠
治（
教
育

委
員
会
総
務
課
）【
豊
玉
診
療
所
】▼
主
幹（
昇

任
）＝
中
村
栄
象（
同
部
同
所
）

《
農
林
水
産
部
》【
農
林
振
興
課
】▼
課
長（
昇

任
）＝
増
田
敬
一（
総
務
企
画
部
地
域
振
興

課
）▼
主
任
＝
岩
佐
哲
也（
総
務
企
画
部
地

域
振
興
課
）▼
技
師
＝
西
山
祥
吾（
水
道
局

水
道
課
）【
水
産
振
興
課
】▼
副
参
事
兼
係
長

＝
釜
山
直
樹（
福
祉
保
健
部
保
護
課
）【
基
盤

整
備
課
】▼
技
師
＝
扇
裕
二（
建
設
部
建
設

課
）

《
建
設
部
》▼
部
長（
昇
任
）＝
斉
藤
正
敏（
同

部
建
設
課
長
）【
建
設
課
】▼
課
長
＝
堀
義
喜

（
地
域
再
生
推
進
本
部
）▼
課
長
補
佐
＝
井

田
幸
伸（
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課
）【
北
部

建
設
事
務
所
】▼
主
任
＝
糸
瀬
真
作（
豊
玉

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
）

《
会
計
課
》▼
主
事
＝
上
田
健
一（
南
地
区
教

育
事
務
所
）【
美
津
島
分
室
】▼
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
藤
惠
子（
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
住
民
生
活
課
）【
豊
玉
分
室
】▼
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
波
田
志
惠
子（
豊
玉
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
兼
任
解
除
）【
峰

分
室
】▼
室
長
＝
平
井
桂
一（
福
祉
保
健
部

長
寿
支
援
課
）▼
主
事
＝
米
田
綾（
峰
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
兼
任
解
除
）

【
上
県
分
室
】▼
主
任
＝
糸
瀬
史
子（
上
県
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
兼
任
解

除
）【
上
対
馬
分
室
】▼
課
長
補
佐
＝
山
田
邦

治（
上
対
馬
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支

援
課
兼
任
解
除
）

《
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》【
地
域
支

援
課
】▼
副
参
事
兼
係
長
＝
神
宮
秀
幸（
総

務
企
画
部
管
財
課
）▼
主
事
＝
岩
本
一
也（
福

祉
保
健
部
健
康
保
健
課
）【
住
民
生
活
課
】▼

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
加
藤
泰
子（
会
計
課
美

津
島
分
室
兼
同
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
）▼

主
任（
兼
務
会
計
課
美
津
島
分
室
）＝
黒
岩

良
輝（
同
セ
ン
タ
ー
同
課
）

《
豊
玉
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》【
地
域
支
援

課
】参
事
兼
課
長
補
佐（
兼
務
会
計
課
豊
玉

分
室
）＝
平
江
俊
哉（
同
セ
ン
タ
ー
同
課
）▼

主
事
＝
中
村
誠
也（
建
設
部
管
理
課
）【
住
民

生
活
課
】▼
主
任
＝
稲
垣
久
美
子（
美
津
島

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
）

《
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》【
地
域
支
援
課
】

▼
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
阿
比
留
保（
議
会
事

務
局
）▼
副
参
事
兼
係
長
＝
須
川
英
明（
農

林
水
産
部
基
盤
整
備
課
）【
住
民
生
活
課
】▼

副
参
事
兼
係
長（
兼
務
佐
賀
出
張
所
）＝
藤

原
亘
宏（
上
対
馬
地
城
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地

域
支
援
課
）▼
主
事（
会
計
課
峰
分
室
兼
任
）

＝
末
松
竜
二（
同
セ
ン
タ
ー
同
課
）【
佐
賀
出

張
所
】▼
所
長（
昇
任
）＝
中
村
武
久（
同
セ

ン
タ
ー
住
民
生
活
課
兼
佐
賀
出
張
所
）

《
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》【
地
域
支
援

課
】▼
課
長（
昇
任
）＝
春
日
亀
剛
一（
同
セ

ン
タ
ー
同
課
）▼
副
参
事
兼
係
長
＝
木
寺
俊

文（
福
祉
保
健
部
福
祉
課
）▼
主
任
＝
野
田

真
一
郎（
中
地
区
教
育
事
務
所
）【
住
民
生
活

課
】▼
課
長（
昇
任
）＝
廣
澤
康
功（
市
民
生

活
部
税
務
課
）▼
主
任
＝
小
島
清
香（
福
祉

保
健
部
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）、（
兼
務
会

計
課
上
県
分
室
）＝
瀧
本
又
司（
同
セ
ン
タ

ー
同
課
）【
仁
田
出
張
所
】▼
所
長
＝
宮
川
平

八
郎（
同
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
）

《
上
対
馬
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》【
地
域
支

援
課
】▼
主
任
＝
財
部
仁（
同
セ
ン
タ
ー
住

民
生
活
課
）【
住
民
生
活
課
】▼
主
任（
兼
務

会
計
課
上
対
馬
分
室
）＝
安
藤
和
幸（
福
祉

保
健
部
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

【
議
会
事
務
局
】▼
参
事
兼
局
長
補
佐
＝
長

野
元
久（
福
祉
保
健
部
健
康
保
健
課
）

【
農
業
委
員
会
務
局
】▼
参
事
兼
局
長
補
佐

＝
比
田
勝
秀
喜（
会
計
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】【
総
務
課
】▼
副
参

事
兼
係
長
＝
原
和
彦（
学
校
教
育
課
）、原
田

勝
彦（
福
祉
保
健
部
福
祉
課
）▼
主
任
＝
永

尾
裕
司（
上
対
馬
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
住

民
生
活
課
）【
生
涯
学
習
課
】▼
参
事
兼
課
長

補
佐（
兼
務
上
対
馬
地
区
公
民
館
）＝
内
山

茂
治（
農
業
委
員
会
事
務
局
）▼
主
任
＝
原

田
卓
弥（
福
祉
保
健
部
健
康
保
健
課
）【
学
校

教
育
課
】▼
課
長（
昇
任
）＝
永
留
和
博（
同

課
）▼
主
幹
兼
主
任
指
導
主
事
＝
古
藤
省
吾

（
同
課
）、薦
田
万
州
生（
対
馬
市
立
南
小
学

校
）【
文
化
財
課
】▼
課
長（
昇
任
）（
兼
務
美

津
島
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
美

津
島
地
区
公
民
館
長
）＝
梅
野
菊
次（
観
光

物
産
推
進
本
部
）【
南
地
区
教
育
事
務
所
】▼

所
長（
兼
務
つ
し
ま
図
書
館
長
）＝
橘
英
次

（
美
津
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）▼
主
事

＝
黒
岩
大
作（
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
住
民
生
活
課
）【
美
津
島
学
校
給
食
共
同

調
理
場
】▼
主
幹
兼
場
長（
昇
任
）＝
永
瀬
勝

也（
市
民
生
活
部
市
民
課
）

【
豊
玉
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】▼
主
幹
兼

場
長（
昇
任
）＝
井
上
範
保（
峰
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
）【
厳
原
地
区
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
兼
厳
原
地
区
公
民

館
長
＝
八
坂
一
義（
つ
し
ま
図
書
館
長
兼
任

解
除
）【
豊
玉
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】▼

参
事
兼
課
長
補
佐（
兼
務
豊
玉
地
区
公
民
館
）

＝
村
瀬
和
生（
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地

域
支
援
課
）【
峰
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

▼
主
任（
兼
務
峰
地
区
公
民
館
）＝
中
村
龍

一（
市
民
生
活
部
税
務
課
）【
上
県
地
区
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
兼
上
県
地
区
公
民

館
長
＝
原
谷
梅
子（
上
県
地
城
活
性
化
セ
ン

タ
ー
地
域
支
援
課
）【

知
中
学
校
】▼
用
務

員
＝
須
川
長
世（
南
小
学
校
）【
大
船
越
小
学

校
】▼
用
務
員
＝
峰
松
佐
由
美（
乙
宮
小
学

校
）【
浅
海
中
学
校
】▼
用
務
員
＝
大
前
一
子

（
鶏
鳴
小
学
校
）【
豊
玉
小
学
校
】▼
用
務
員

＝
日
高
初
音（
加
志
々
中
学
校
）【
豊
玉
中
学

校
】▼
用
務
員
＝
佐
々
木
久
美
子（
大
船
越

小
学
校
）【
加
志
々
中
学
校
】▼
用
務
員
＝
梅

野
美
酉（
豊
玉
中
学
校
）【
塩
浦
小
学
校
】▼

用
務
員
＝
中
村
洋
子（
豊
玉
小
学
校
）【
南
小

学
校
】▼
用
務
員
＝
小
田
成
代（
浅
海
中
学

校
）【
佐
須
中
学
校
】▼
用
務
員
＝
木
寺
和
恵

（
金
田
小
学
校
）

【
消
防
本
部
】▼
次
長（
昇
任
）＝
竹
中
英
文

（
消
防
署
総
務
課
長
）【
通
信
課
】▼
課
長（
兼

務
消
防
署
警
防
課
長
）＝
梯
克
彦（
同
部
同

課
）【
消
防
署
】▼
署
長（
兼
務
消
防
本
部
警

防
課
長
）＝
原
昇
一（
消
防
署
副
署
長
兼
同

署
警
防
課
）▼
課
長
＝
山
田
穂
積（
同
部
同

課
兼
務
消
防
署
総
務
課
）▼
主
事（
総
務
班
）

＝
國
分
昇
吾（
消
防
本
部
総
務
課
付
）【
警
防

課
】▼
主
任
＝
伊
原
雅
樹（
上
対
馬
出
張
所

予
防
班
）【
予
防
課
】▼
係
長（
昇
任
）（
予
防
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班
）＝
勝
見
誠
一（
消
防
署
予
防
課
予
防
班
）

【
豊
玉
出
張
所
】▼
参
事
兼
課
長
補
佐（
警
防

班
）＝
小
田
一
久（
消
防
本
部
警
防
課
兼
務

同
署
警
防
課
）▼
参
事（
庶
務
班
）＝
村
瀬
整

治（
空
港
出
張
所
庶
務
班
）【
峰
出
張
所
】▼

参
事
兼
課
長
補
佐（
警
防
班
）＝
小
森
八
州

男（
美
津
島
出
張
所
庶
務
班
）▼
副
参
事（
警

防
班
）＝
松
尾
吉
範（
峰
出
張
所
庶
務
班
）▼

参
事
兼
課
長
補
佐（
予
防
班
）＝
宮
原
直
之

（
同
出
張
所
警
防
班
）▼
主
任
＝
宮
原
真
一

郎（
峰
出
張
所
警
防
班
）【
上
対
馬
出
張
所
】

▼
所
長
＝
齋
藤
秀
文（
消
防
署
警
防
課
）、▼

参
事
兼
係
長（
予
防
班
）＝
齋
藤
晴
男（
上
対

馬
出
張
所
庶
務
班
）【
空
港
出
張
所
】▼
所
長

＝
末
松
健
一（
上
対
馬
出
張
所
）、▼
参
事
兼

課
長
補
佐（
庶
務
班
）＝
市
山
豊
次（
豊
玉
出

張
所
）

《
新
規
採
用
》【
市
長
部
局
】草
葉
俊
彦(

観
光

物
産
推
進
本
部
主
事)

、安
重
武
志（
総
務
企

画
部
地
域
振
興
課
主
事
）、神
宮
大
司
朗（
総

務
企
画
部
管
財
課
主
事
）、波
多
野
健
一（
福

祉
保
健
部
福
祉
課
主
事
）、二
宮
悠（
福
祉
保

健
部
健
康
保
健
課
保
健
師
）、原
陽
佑（
福
祉

保
健
部
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
主
事
）、川

上
喜
也（
水
道
局
水
道
課
主
事
兼
水
道
部
水

道
課
主
事
）、松
原
勇
矢（
美
津
島
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
主
事
）【
消
防
本

部
総
務
課
付
】阿
比
留
幸
輝
、辻
口
怜
利
、小

宮
卓
、山
田
大
輔
、岡
部
洋
平

　市では、地域課題の解決や技術の継承・地域産業の発掘、対馬ならではの新商品開発など地域力を高�
めるために必要と認められる起業を支援するため、下記のとおり2つの補助制度の募集を開始します。�
� 募集〆切りは5月15日（金）まで。�
事業内容の相談等は随時受け付けていますので、お気軽にご連絡下さい。
なお、事業の内容は対馬市ホームページにも掲載しておりますのでご参照下さい。

問い合わせ先　地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ（多田、一宮、西川）
　　　　　　　☎0920‐53‐6111　Ｅ-mail：tiikisaisei@city-tsushima.jp

対馬市コミュニティ・ビジネス振興事業補助金� 対馬市新規ビジネス応援事業�

補助率：３／４　補助限度額：1,500千円※両事業ともに同様

事業従事者を3名以上有する団体
※法人格は問わない。

事業所開設費、初年度備品、情報化費など
立ち上げに係る経費全般

○左記の事項に併せ、1名分の人件費の

　１／２を対象

○新商品開発に係る経費（消耗品、アド

　バイザー料等を対象）

市内に在住している個人又は団体

○市民による団体であること（法人格の
有無は問わない。）
○事業従事者を３名以上有する団体が実
施する事業であること。
○地域課題を解決したり、地域資源を活
用するなど地域貢献度が高いサービス
を提供する事業。
○事業計画が採択された場合、その年度
内に事業に着手する見込みであること。
○許認可等が必要な事業については、事
業着手までにその手続きが完了する見
込みであること。
○事業開始後、2名以上の雇用を目指し
ている事業であること。

※以上の全てを満たす事業

【絶対要件】
○市内在住の個人又は団体であること
○事業実施により1名以上の雇用（賃金
等は問わない）が発生すること。
○持続可能な事業と認められるもの

【その他の要件】
○地域課題を解決したり地域資源を活用
するなど地域貢献度が高いサービスを
提供する事業。
○技術の継承・地域産業の発掘など地域
力を高めるために必要と認められる事
業。
○地域の資源を活用した対馬ならではの
新商品の開発事業。

※絶対条件を全て満たし、且つその他の
要件を1つ以上満たす事業。

補助率及び
補助限度額

補助対象者

支 援 内 容

支援の要件

平成21年度 新規起業に対する補助金制度の申請募集について！（お知らせ）�
�

≪新規起業に対する両補助金制度の内容≫�

�
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今年から婦人がん検診の時期が暖かい５月に変更になり受診しやすくなりまし
た。申込みは不要です。当日検診会場で受け付けとなります。今回は、昨年の
受診から期間が短いですが、よろしくお願いします。�

健 康 コ ー ナ ー �

みなさんこんにちは！婦人がん健診のお知らせです。最近は�
婦人科のがんが増えています。今年も是非検診を受けましょう！�

日程表�

平成21年度  婦人がん検診が始まります�平成21年度  婦人がん検診が始まります�平成21年度  婦人がん検診が始まります�

①保険証または、後期高齢者医療被保険者証　②検診料金�

健　康　保　健　課　 ☎０９２０－５８－１１１６�
南福祉保健センター ☎０９２０－５２－４８８８�
北福祉保健センター ☎０９２０－８４－２３１２�

＊１～2の健診について、基本的に社会保険被保険者本人は対象となりません。ただし、事業所で健診を�

受ける機会がない場合はご相談ください。　＊年齢は平成22年3月31日時点のものです。�

■問い合わせ先■�

検診当日に必要なもの（忘れずに!）�

　これまで、厳原町の市街地地区の方のみが対象で実施�
されていました「個別健診」が、今年から市内全域の方�
を対象に実施できるようになりました。�
（国保被保険者対象）   

個別健診受診のおすすめ！�
●対馬いづはら病院  ●吉田内科医院�
●中対馬病院　　　  ●すとう内科医院�
●上対馬病院　　　  ●東島医院�
●豊玉診療所　　　  ●今屋敷ことう診療所�
●仁田診療所　　　  ●畑島医院�
●佐賀診療所�

個別健診受診可能医療機関は次のとおりです。�
�

町
　
　
　 

厳
原
　    

美
津
島
　
豊
玉
　
上
対
馬  

峰
　
上
県�

�

日　　程�
午　　　前 　　　　　　　　　 　　　　　 午　　　後�

会　　場            受付時間             会　　場               受付時間�

5月7日�

5月8日�

5月9日�

5月10日�

5月11日�

5月12日�

5月13日�

5月14日�

5月15日�

5月16日�

5月17日�

5月18日�

5月19日�

健診の種類                健診内容                                             対象者                          料金  

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

豆酘小学校体育館�

健康管理センター�

健康管理センター�

健康管理センター�

美津島文化会館�

美津島文化会館�

豊玉町保健センター�

加志々漁民厚生センター�

泉漁村センター�

上対馬総合センター�

中対馬開発センター�

上県町地域福祉センター�

仁田コミュニティーセンター�

久根浜保健福祉館�

健康管理センター�

健康管理センター�

佐須体育館�

美津島文化会館�

美津島文化会館�

豊玉町保健センター�

千尋藻漁村センター�

一重地区集会施設�

上対馬総合センター�

峰保健センター�

上県町ふれあいプラザ�

8：30～10：00�

8：00～10：00�

8：00～10：00�

8：00～10：00�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

8：00～9：30�

9：00～10：30�

9：00～10：30

13：30～14：30�

13：30～15：00�

13：30～15：00�

14：00～15：00�

13：30～15：00�

13：30～15：00�

13：30～15：00�

13：30～15：00�

13：30～14：30�

13：00～14：00�

13：30～15：00�

13：30～15：00�

�

1�

�

�

2�

�

�

子宮がん検診�

乳がん検診　�

�

�

・子宮頸部細胞診・医師が必要と�
認めたものには子宮体部細胞診�

対馬市に住所を有する50歳以上の方で年齢の�
下一桁が偶数の女性の方�

対馬市に住所を有する20歳以上の女性の方   

対馬市に住所を有する40歳、42歳、44歳、�
46歳、48歳の女性の方     

対馬市に住所を有する40歳以上の女性の方�

マンモグラフィ検査（1方向）�

マンモグラフィ検査（2方向）�

乳房超音波検査�

1,000円�

1,200円�

1,800円�

800円�

＊内容、対象者及び料金�

※個別健診とは、６月から12月の７ヶ月間いつでも、�
上記の医療機関で健診が受けられるものです。   �
詳しくは５月号に記載しますので、よろしくお願いします。�
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～考えよう「たばこ」の健康被害③～�～考えよう「たばこ」の健康被害③～�

　たばこをやめようと思っても、なかなか禁煙できないのは、たばこの�
煙に含まれるニコチンに強力な依存性があるからです。�
　禁煙して、からだが「ニコチン切れ」になると「イライラする」「集中でき�
ない」などさまざまな離脱症状があらわれます。�
　ニコチンは禁煙して72時間（3日間）たつと体からぬけるといわれています。�
　それにともない、つらい離脱症状も消えていきます。�
　禁煙することで、食べ物がおいしく感じられたり、呼吸が楽になり肺活量が増えたり、
歩行が楽になったり、息切れ、せき、疲労が改善するなど、心身への良い効果も実感でき
るといわれています。�

○何のために禁煙するのかを決め、周囲の人に「禁煙宣言」�
　しましょう�
○禁煙仲間をみつけましょう�
○いつ、どんなときに喫煙しているのか、自分の行動パターンを知り、�
　喫煙に結びつかない行動を考えましょう。�
○灰皿やライターなど、たばこに関するものを身の回りに置かないようにしましょう。�
○たばこを吸いたくなったときの対処法を考えましょう�
　（ガムを噛む、お茶を飲む、歯を磨く、深呼吸をする、外を歩く、音楽を聴く…など）�

☆禁煙補助剤を利用�
○ 外用薬（体内にニコチンを補充することで、たばこを美味しくないと感じさせたり、�
　　　　　 ニコチンの禁断症状を緩和し、禁煙を補助します。ニコチンを補充する方法で�
　　　　　 剤形が異なります。）�

　★ニコチンガム（ガム）�
　★ニコチンパッチ（貼付剤）�
○ 内服薬（ニコチンの代わりにニコチン受容体にくっつき、たばこが美味しくないと感じ�
　　　　　させたり、ニコチンの禁断症状を緩和し、禁煙を補助します。）�

　★医師にご相談ください。�
�
  ～対馬地域の医療機関の中で、医療保険が適用になるところもあります～�

禁煙したい人へ…　成功させる工夫とは？�禁煙したい人へ…　成功させる工夫とは？�禁煙したい人へ…　成功させる工夫とは？�

問い合わせ先問い合わせ先 　対馬地域・職域連携推進協議会　　対馬地域・職域連携推進協議会　�
　　　　　　　　　　　　　　　　 事務局：対馬保健所　地域保健課　事務局：対馬保健所　地域保健課　☎ 0920-52-0166�
�

問い合わせ先 　対馬地域・職域連携推進協議会　�
　　　　　　　　 事務局：対馬保健所　地域保健課　☎ 0920-52-0166�
�

▼
�
▼
�

「自分の力でやめる方法」と「支えてもらう方法」があります�
  自分にあった禁煙方法を見つけましょう！�

成功するために…　事前の準備も大切です。�

チャレンジ!!

禁
煙�禁
煙�



　　　　　　　　　　　 ●家庭では�
　　　　　　　　　　　 １．「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムを確立させましょう。�
　　　　　　　　　　　 ２．毎月第３日曜日は「家庭の日」です。家族の絆を深めましょう。�
　　　　　　　　　　　 ３．学校・ＰＴＡ行事や地域行事に、すすんで参加しましょう。�
　　　　　　　　　　　 ４．親の責任で携帯電話を持たせるときは、子どもの命を守るために�
　　　　　　　　　　　　　 フィルタリングを（有害サイトへのアクセス制限）を必ずしましょう。�
�
　　　　　　　　　　　 ●保育所・幼稚園・学校では�
　　　　　　　　　　　 ５．楽しい遊びや学び、わかる授業を展開し、たくましく生きる力を育みましょう。�
　　　　　　　　　　　 ６．いじめや仲間外しがなく、安心して園・学校生活を送れるようにしましょう。�
�
●地域では�
７．あいさつ・声かけ運動を推進し、子どもも大人も顔見知りになりましょう。�
８．地域の子どもは地域で見守り育みましょう。�
�
●企業では�
９．「ノー残業デー」を設定し、家族の団らんを応援しましょう。�
10．学校行事や地域行事に参加しやすい雰囲気や体制を整えましょう。�

＜子育て応援特別手当とは？＞　�
　　国における「生活対策」の一環で、厳しい経済情勢において、多子世帯の子育て負担に対する配慮と
　して、次の『対象となる子ども』と同居している世帯主に支給されます。�
�
『対象となる子ども』�
　　平成14年４月２日から平成17年４月１日生まれの子どもであって、第２子�
　以降（対象者の上に平成２年４月２日以降のこどもがいる。）の子ども�
�
＜申請について＞�
　　対象となる子どもと同居している世帯主が申請してください。手当の受取は原則として、口座振込み
　となります。�
　　申請期限は９月24日です。期限を過ぎると支給されませんので、忘れずに申請してください。�

　県では、子どもたちの心の根っこを育てるために、大人のあり方を見直し、みんなで子どもを育てる長

崎県の県民運動「ココロねっこ運動」に取り組んでいます。今年度は、県民お一人おひとりに取り組んで

いただきたいことを示した「長崎っ子を育む行動指針」から10項目を「ココロねっこ10（テン）」とし

てまとめました。家庭で、保育所、幼稚園、学校で、企業で、ぜひ取り組んでください。�
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「長崎っ子を育む行動指針」に取り組もう!!

【問い合わせ先】　長崎県こども政策局こども未来課�
　　　　　　　　 〒850-8570　長崎市江戸町2番13号　☎（095）895-2686�
�

子育て応援特別手当の申請について�

【問い合わせ先】　対馬市福祉事務所福祉課　☎０９２０－５８－２２９４�
 　　　　　　　　各地域活性化センター住民生活課・各福祉保健センター�
�

子育て応援特別手当（Aさん、Bさんの場合）�

世帯主�
生年月日が平成2年4月2日から平成17年4月1日までの子ども�

生年月日が平成14年4月2日から�
平成17年4月1日までの子ども�

生年月日が平成�
17年4月2日以降�
の子ども�

世帯にいる子ども�

手当の対象となる子ども�

A
さ
ん
世
帯� Aさん�Aさん� 1人目�1人目� 2人目�2人目� 3人目�3人目�

4人目�4人目�

世帯主�
生年月日が平成2年4月2日から平成17年4月1日までの子ども�

生年月日が平成14年4月2日から�
平成17年4月1日までの子ども�

生年月日が平成�
17年4月2日以降�
の子ども�

世帯にいる子ども�

手当の対象となる子ども�

B
さ
ん
世
帯� Bさん�Bさん� 1人目� 2人目�1人目� 2人目�

3人目�3人目�

Aさんへの子育て�
応援特別手当�

3.6万円×2人=

7.2万円�

Bさんへの子育て�
応援特別手当�

3.6万円×1人=

3.6万円�

一人につき�
36,000円を支給します。�

『支給額』�
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平成21年５月31日に任期満了を迎える対馬市議会議員の�
一般選挙（定数22人）が5月10日（日）告示、�
５月17日（日）投開票で執行されます。投票場所は、市内127の投票所で、午前７時�
から午後６時までの投票時間を予定しています。�
　また、開票は、午後８時30分から峰町のシャインドームみねで即日開票されます。�

１．日本国民で20歳以上の人�
　　（いちばん若い有権者は、平成元年５月18日までに生まれた人になります。）�
２．引き続き３か月以上、対馬市に住所がある人�
３．住民基本台帳に登録されている人�
　　（登録基準日は、平成21年５月９日ですので、平成21年２月９日以前に転入届出をし�
　　　た人で２の要件の人です。）�
◎以上の要件を満たしていても次の人は、投票できません。�
　（1）投票日前日（５月16日）までに対馬市外に転出した人（ただし、期日前投票を行い、�
　　　  転出・死亡した人の投票は有効となります。）�
　（2）選挙法上の住所要件を満たしていない人（実際に生活の本拠があると認定できない者）�
　（3）選挙権停止中の人�

　平成21年4月30日までに市内転居（対馬市内での異動）の届出をした人は、新しい住所地�
の投票所で投票することができます。�
　ただし、平成21年５月1日以降に転居の届出をした人は、前の住所地の投票所で投票するこ�
とになりますので、お間違えないようお願いします。�

　投票日当日、何らかの理由で投票所に行って投票できない人は、期日前投票ができます。�
期日前投票所（対馬市役所または、美津島、豊玉、峰、上県、上対馬の各地域活性化センター）�
に行って、宣誓書を記入したのち、投票用紙の交付を受け、そのまま投票箱に投票すること�
となります。�

※何らかの理由とは　　　１．日曜日に営業する自営業の人�
　　　　　　　　　　　　２．妊娠などの理由で投票日に投票できない人�
　　　　　　　　　　　　３．冠婚葬祭の予定のある人�
　　　　　　　　　　　　４．旅行の予定のある人　　　　　　　　　　　などです。�

　なお、期日前投票は、名簿登録地の地域活性化センター（厳原町の方は市役所本庁）�
でしか投票できませんのでご注意下さい。�
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　期日前投票・不在者投票等の請求などの事務手続きについて、詳しいことが知りたいときは、電話でも結構で�
すから早めに、対馬市選挙管理委員会（0920-53-6111）又は各地域活性化センター選挙書記まで問い合わせ�
ください。�

問い合わせ先問い合わせ先�問い合わせ先�

　郵便投票証明書をお持ちの方は、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを行ってください。�
請求は、５月13日（水）までです。�
　また、身体障害者で身体障害者手帳に「上肢又は視覚の障害が１級である者」、戦傷病者で戦傷�
病者手帳に「上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第２項までである者」として記載されてい�
る方は、郵便等による代理記載制度もあります。�
　なお、郵便投票等による不在者投票についての詳しいことは、対馬市選挙管理委員会及び各地域�
活性化センター選挙書記にお気軽にご相談ください。�

１．旅行等により、滞在地で不在者投票しようとする人は、早めに�
　　不在者投票の交付請求を行ってください。（不在者投票のできる�
　　期間は６日間に限られていますので、告示日前でも不在者投票�
　　の請求は受付けます。）�
２．指定病院・施設に入院・入所中の人は、病院・施設等で投票�
　　できますので、早めに病院長や施設長等に申し出てください。�

　投票日（５月17日）に次の理由で投票所に行って投票することが出来ない見込みの人（期日前�
投票者を除く。）は、その旨の宣誓と不在者投票用紙の交付請求の手続きを行い、滞在地の選挙管�
理委員会又は不在者投票施設等で不在者投票を行うことになります。�

１．選挙期日にわたる観光、病気療養（指定病院等に入院している人を除く）等の旅行で�
　　市外に滞在中である人。（対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する人）�
２．病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院、入所している人�
３．監獄・少年院等に収容中の人�

　また、不在者投票の請求交付は、各地域活性化センターにおいて各地域活性化センター管内の選挙�
人名簿に登録されている人に限られます。ただし、対馬市選挙管理委員会（本所）に対しては、不在�
者投票の請求をすることはできます。（上対馬地域活性化センター管内に登録されている人は、対馬�
市選挙管理委員会（本所）又は上対馬地域活性化センターでの不在者投票の請求交付になりますので、�
その他の地域活性化センターにおいては、不在者投票の請求交付はできませんので、ご注意ください。）�

期　間　 平成21年５月11日（月）から５月16日（土）まで�
時　間　 午前８時30分から午後８ 時まで�

投票できる場所�

１．期日前投票の宣誓書を書いていただきます。�
２．選挙人を確認したら、投票用紙を交付します。�
３．投票用紙に候補者氏名を記入し、投票箱に投票したら終了です。�

対馬市役所 　　　　　　 ☎0920‐53‐6111　美津島地域活性化センター  ☎0920‐54‐2271�
豊玉地域活性化センター  ☎0920‐58‐1111　峰地域活性化センター　　  ☎0920‐83‐0301�
上県地域活性化センター  ☎0920‐84‐2311　上対馬地域活性化センター  ☎0920‐86‐3111
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●資源ごみ袋に可燃ごみや不燃ごみをいれて出している。�
●指定ごみ袋を使わず、レジ袋などに入れてステーションに置いていく。�
●指定日以外の日にごみを出す。�

県では、県内全域で県地方機関の再編等を行い、４月１日から対馬市内の県地方機関を次のとおり再編統合いたしました。
なお、この再編統合による所在地及び電話番号の変更はありません。�

中には、お店で買ったお弁当と飲物を買って食べた後、そのままレジ袋にいれてステーションに置いてい
くケースもあります。�

心ない行為のため、ごみが散乱し、付近の方々が、毎日掃除しなくてはいけません！�
違反ごみでケースがいっぱいになり使えなくなるということもあります！�

　
平
成
21
年
度
か
ら
、
毎
年
誕
生
日
に
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
へ
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、国
民
年
金

の
納
付
状
況
や
第
３
号
被
保
険
者
の
期
間
、

厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
等
（
共
済
組

合
員
記
録
に
関
す
る
加
入
期
間
は
含
み
ま

せ
ん
。
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
に「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
が
あ
る
場
合
は
、
「
年
金
記

録
回
答
票
」
に
記
入
し
て
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、（
平
成
21
年
４
月
か
ら
）

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。一
部
の
I
P
電
話
・
P
H
S

か
ら
は
０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
金

額
は
１
ヶ
月
1
万
4
千
6
6
0
円
で
す
。

　
保
険
料
を
毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
す

口
座
振
替
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
確
実
で

す
。

　
ま
た
、
前
納
し
た
場
合
は
そ
の
期
間
に

応
じ
て
、
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

★
１
年
分
を
現
金
で
前
納
す
る
と
17
万
2

千
8
0
0
円
で
、
年
間
3
千
1
2
0
円
お

得
で
す
。

★
１
年
分
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
17

万
2
千
2
3
0
円
で
、
年
間
3
千
6
9
0

円
お
得
で
す
。

★
半
年
分
を
現
金
で
前
納
す
る
と
8
万
7

千
2
5
0
円
で
、
半
年
で
7
1
0
円
お
得

で
す
。

★
半
年
分
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
8

万
6
千
9
6
0
円
で
、
半
年
で
千
円
お
得

で
す
。

★
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
基

本
的
に
翌
月
末
日
で
す
が
、

口
座
振
替
に
よ
り
当
月
末
に
納
付
す
る
場

合
は
１
ヶ
月
1
万
4
千
6
1
0
円
で
、
現

金
で
納
付
す
る
と
き
よ
り
毎
月
50
円
お
得

で
す
。
口
座
振
替
は
、
各
金
融
機
関
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

詳
し
く
は
、
長
崎
北
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
５
―
８
6
1
―
1
５
8
2
）
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
局
の�

　
　
　
　
　
　
　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
５
月
20
日
（
水
）

　
対
馬
市
役
所
別
館
第
１
会
議
室

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
５
月
21
日
（
木
）

　
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
別
館

　
会
議
室

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

●
平
成

●
平
成
2121
年
度
の
国
民
年
金

年
度
の
国
民
年
金�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

　
保
険
料
額
に
つ
い
て

　
保
険
料
額
に
つ
い
て�

●
平
成
21
年
度
の
国
民
年
金�

　
　
　
　
　 

　
保
険
料
額
に
つ
い
て�

環 境 衛 生 課 コ ー ナ ー �

最近、一部のごみステーションでルールを守っていないケースが目立ちます。�

環境衛生課　☎0920‐53‐6111

問い合わせ先　対馬振興局管理部総務課　☎0920（52）1311

対馬地方局は対馬振興局に変わりました�

旧（３月31日まで）�
対馬地方局�
対馬保健所�
壱岐家畜保健衛生所対馬支所�
�

新（４月１日から）�
対馬振興局�
同　 　保健部（対馬保健所）�
同　　 農林水産部家畜衛生課（対馬家畜保健衛生所）�
�

※（　）は併用の組織名称です。�

●
平
成

●
平
成
2121
年
度
か
ら

年
度
か
ら�

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す�

●
平
成
21
年
度
か
ら�

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
始
ま
り
ま
す�
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対
馬
藩
宗
家
の
格
式�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

　
　
　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

　
第
三
代
対
馬
藩
主
義
真
公
は
、
大
規
模
な
土

木
工
事
と
思
い
切
っ
た
人
材
育
成
や
文
化
振
興

な
ど
で
対
馬
藩
の
隆
盛
を
図
り
、
対
馬
中
興
の

英
主
と
も
呼
ば
れ
、
天
龍
院
時
代
と
い
う
一
時

代
を
つ
く
り
あ
げ
た
名
君
で
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
宗
家
の
格
式
を
上
げ
る
に
つ
い
て
も
、
い

ろ
い
ろ
と
苦
心
し
て
い
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
宗
家
の
格
式
は
、
元
禄
年
間
に

「
二
万
石
」
か
ら
「
十
万
石
以
上
の
格
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
表
向
き
の
理
由
と
し
て
、

朝
鮮
貿
易
の
収
益
が
見
込
ま
れ
た
た
め
と
か
、

領
地
の
か
わ
り
に
貿
易
利
潤
を
肩
代
わ
り
し
た

と
か
の
史
実
が
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
時
代
に

は
、
民
間
の
出
版
物
で
あ
る
『
武
鑑
』
と
い
う
、

各
藩
の
格
式
等
を
紹
介
し
、
幕
府
や
各
大
名
に

密
か
に
注
目
さ
れ
て
い
る
刊
行
物
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
義
真
は
、
こ
の
『
武
鑑
』
が
も
た
ら

す
効
果
、
影
響
力
を
認
識
し
た
う
え
で
、
自
ら

意
図
的
に
宗
家
の
格
式
を
「
二
万
石
」
か
ら

「
十
万
石
以
上
格
」
に
書
き
替
え
さ
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。
朝
鮮
外
交
の
功
労
や
貿
易
で
の
貢

献
が
、
直
接
的
に
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
た
結
果

で
は
な
い
と
い
う
事
実
が
、
こ
の
た
び
の
九
州

国
立
博
物
館
・
古
賀
直
美
氏
の
調
査
研
究
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
家
の
家

紋
の
一
つ
で
あ
る
『
五
七
桐
紋
』
に
つ
い
て
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幕
府
が
編
纂

し
た
『
寛
政
重
修
家
譜
』
や
『
宗
氏
紋
解
』
そ

の
他
の
資
料
に
よ
り
、
宗
家
公
式
の
家
紋
は
六

種
類
使
用
さ
れ
て
い
て
、
中
で
も
近
世
に
常
用

さ
れ
た
の
が
、
現
在
馴
染
み
の
『
五
七
桐
紋
』

で
あ
り
ま
す
。

　
『
宗
氏
家
譜
略
』
に
は
、
秀
吉
の
命
に
よ
る

朝
鮮
交
渉
の
功
に
よ
り
、
羽
柴
姓
と
と
も
に

「
五
三
桐
」
を
賜
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
が
義
真
治
世
の
晩
年
に
は
、
当
時

の
幕
府
の
儀
式
、
典
礼
を
司
っ
た
高
家
衆
・
畠

山
氏
の
仲
介
を
得
て
、
い
つ
の
ま
に
か
、
「
五

三
桐
」
よ
り
格
式
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
『
五
七

桐
』
に
改
変
さ
れ
、
特
別
に
問
題
も
な
く
常
用

さ
れ
て
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
（
上
記
調
査
研

究
に
よ
る
）
こ
れ
も
ま
た
宗
家
が
意
図
的
に
先

例
づ
く
り
を
し
、
周
囲
を
認
め
さ
せ
て
い
る
よ

う
な
思
い
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
義
真
と
い
う
人
は
、
石
高
・
家

紋
に
至
る
ま
で
、
朝
鮮
と
の
交
易
を
任
さ
れ
た

宗
家
の
格
上
げ
と
対
面
づ
く
り
に
、
並
々
な
ら

ぬ
心
配
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
藩
政
時

代
の
対
馬
藩
が
置
か
れ
た
立
場
を
一
層
興
味
深

く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　地震防災対策特別措置法の一部を改正する法律により対馬市立幼稚園、小・中学校建物の耐震化状況を、
公表することが義務付けられています。�
　対馬市教育委員会では、下記の場所及び対馬市ホームページで、情報を公表しています。�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

お
済
み
で
す
か
？
�

　
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
、
住
宅
防
火
対
策
と
し

て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
、
対
馬
市
火
災
予
防
条
例
に

よ
り
６
月
１
日
（
新
築
住
宅
は
、

既
に
義
務
化
）
か
ら
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、
電
気
用
品
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購

入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
設
置
後
は
、
設
置

済
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
シ
ー
ル

は
最
寄
り
の
販
売
店
及
び
消
防
署
（
出
張
所
）

に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
対
馬
市
消
防
本
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
９�

対馬市立幼稚園、小・中学校建物の耐震化状況の公表について�

【公表場所】１．対馬市交流センター（４階）・・・・・・・・・南地区教育事務所　☎0920（52）8855�
　　　　　　２．峰地区公民館内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中地区教育事務所　☎0920（83）0581�
　　　　　　３．上対馬地域活性化センター（２階）・・・教育委員会総務課　☎0920（86）3211�

【対馬市ホームページ】http://www.city.tsushima.nagasaki. jp/index.php�

【問い合わせ先】対馬市教育委員会　総務課　☎0920（86）3211



■
貸
付
対
象
者
　
大
学
、
短
期
大

　
学
、
専
修
学
校
の
在
学
者
で
、

　
他
の
育
英
資
金
を
受
け
て
い
な

　
い
者

■
募
集
期
間
　
４
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
〜
５
月
11
日（
月
）ま
で

■
貸
付
金
額
　
月
額
５
万
円
以
内

■
申
込
に
必
要
な
書
類
等�

　
　
願
書
、
推
薦
調
書
、
在
学
証

　
明
書
、
成
績
証
明
書
、
住
民
票

　
謄
本（
本
人
・
保
護
者
）、
健
康

　
診
断
書
、
保
護
者
の
所
得
証
明

　
書
及
び
納
税
証
明
書

■
出
願
申
込（
問
い
合
わ
せ
）先

　
対
馬
市
教
育
委
員
会

　
　
南
地
区
教
育
事
務
所
ま
で

　
言
葉
は
交
流
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

友
達
の
輪
を
対
馬
か
ら
韓
国
ま
で

広
げ
よ
う
！

【
初
級
】�

■
対
象
者
　
文
字
が
読
め
、
簡
単

　
な
挨
拶
が
で
き
る
人

■
期
間
　
５
月
14
日（
木
）か
ら
10

　
月
８
日（
木
）（
夏
休
み
２
週
間
）

■
日
時
　
木
曜
日

　〈
朝
の
部
〉

　
　
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

　〈
夜
の
部
〉

　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

■
講
座
回
数
　
20
回

■
講
座
内
容
　
日
常
会
話
及
び
韓

　
国
文
化
体
験
（
韓
国
料
理
、
ド

　
ラ
マ
、
Ｋ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
）

■
料
金�

　
テ
キ
ス
ト
代
　
２
１
０
０
円

■
定
員
　
各
部
50
人

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
対
馬
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　
　
ソ
ン
・
ス
ジ
ン
先
生

【
中
級
】

■
対
象
者
　
あ
る
程
度
日
常
会
話

　
が
で
き
る
人

■
期
間
　
５
月
13
日（
水
）か
ら
10

　
月
14
日（
水
）（
夏
休
み
２
週
間
）

■
日
時
　
水
曜
日

　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

■
講
座
回
数
　
20
回

■
講
座
内
容
　
日
常
会
話
及
び
韓

　
国
文
化
体
験

■
料
金�

　
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
程
度

■
定
員
　
30
人

■
講
師
　
対
馬
高
校
韓
国
語
教
師

　
　
　
キ
ム
・
ウ
ン
ジ
ョ
ン
先
生

【
共
通
事
項
】

■
申
込
期
限
　
４
月
30
日（
木
）

※
注
意
　
料
理
な
ど
は
実
費
負
担

　
が
あ
り
ま
す
。

　
初
級
と
中
級
、
両
方
を
受
講
す

　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国

家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
を
実
施

し
ま
す
。

■
試
験
区
分�

　
　
行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、

　
土
木
、
林
業
、
皇
宮
護
衛
官
、

　
刑
務
官
、
入
国
警
備
官
（
申
込

　
み
で
き
る
試
験
区
分
は
１
つ
に

　
限
り
ま
す
）

■
受
験
資
格�

　
昭
和
44
年
４
月
２
日

　
〜
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

■
受
付
予
定
期
間�

　
６
月
23
日（
火
）〜
６
月
30
日（
火
）

■
１
次
選
考（
予
定
）�

　
９
月
６
日（
日
）

■
受
験
案
内
等
請
求
方
法�

　
　
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、

　
１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ

　
て
先
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒

　
に
、
「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱

　
書
き
し
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ

　
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

　
　
　
　
　
　
　
　
２
‐
11
‐
１

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
　
　
　
　
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　
℻
０
９
２（
４
７
５
）０
５
６
５

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.jin

ji.g
o

.jp
/
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

対
馬
市
酒
井
豊
育
英
資
金

対
馬
市
酒
井
豊
育
英
資
金�

貸
付
基
金
奨
学
生

貸
付
基
金
奨
学
生�

対
馬
市
酒
井
豊
育
英
資
金�

貸
付
基
金
奨
学
生�

市
教
委
　
南
地
区
教
育
事
務
所�

☎
０
９
２
０（
５
２
）８
８
５
５�

韓
国
語
講
座

韓
国
語
講
座�

　
　
受
講
生
募
集

　
　
受
講
生
募
集�

韓
国
語
講
座�

　
　
受
講
生
募
集�

市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

国
家
公
務
員

国
家
公
務
員�

中
途
採
用
者
選
考
試
験

中
途
採
用
者
選
考
試
験�

国
家
公
務
員�

中
途
採
用
者
選
考
試
験�

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係�

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３�

「
で
き
る
韓
国
語
・
初
級
Ⅰ
」
の

テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

あなたの地域づくりへの想い、あなたの地域づくりへの想い、応援します！応援します！あなたの地域づくりへの想い、あなたの地域づくりへの想い、応援します！応援します！あなたの地域づくりへの想い、応援します！
－平成21年度－

わがまち元気創出支援事業募集中！

●応募方法�
　申請書類に必要事項を記入のうえ、関係書類を添付
し、市民特認事業は４月20日（月）までに、認可事業
は６月12日（金）までに、市役所地域振興課もしくは
各地域活性化センター地域支援課に提出してください。�
　また、申請書類は市ホームページからダウンロード
できます。�

●公開審査会�

●問い合わせ…総務企画部地域振興課�
　　　　　　　☎0920（53）6111（内線：453）�

　市民特認事業については、申請者のプレゼンテーシ
ョンによる公開審査会が開催されます。�
　日程等については下記のとおりです。�

http://www.city.tsushima.nagasaki.jpHP

〈日時〉 平成21年４月29日（水）　午後１時～午後５時�
〈場所〉 対馬市交流センターもしくは峰地区公民館�
　※事業申請の状況により上記の会場を予定�

市民が主役のまちづくり事業  応募受付中！
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５月に入った本の紹介！�５月に入った本の紹介！� つしま図書館　☎0920（52）3900

『ファミリーポートレイト』�
桜庭一樹／著　　講談社�

あなたとは、この世の果
てまでいっしょよ。呪い
のように。親子、だもの。
ママの名前は、マコ。マ
コの娘はコマコ。「コマ
コ、逃げるわよ」という
ママの掛け声で、想像を
絶する数奇な運命と物語
が動き出す。

『猫を抱いて象と泳ぐ』�
小川洋子／著　　文芸春秋�

『男も女も五十を過ぎたら内臓勝負です！』�
綾小路きみまろ／著　　PHP研究所�

廃バスに住む巨漢のマス
ターに手ほどきを受け、
チェスの大海原に乗り出
した孤独な少年。彼の棋
譜は詩のように美しいが、
その姿を見た者はいない。
なぜなら…。天才チェス
プレイヤーの奇跡の物語。
『文學界』連載。

温暖化対策より奥さまの
燃費を改善することが先
決です！
ノーベル賞、アラフォー、
巣鴨、妻、カツラ…。
笑いで不況も吹き飛ばす、
きみまろワールドへよう
こそ！

『おそとがきえた！』�
角野栄子／著　　偕成社�

大きな町の小さな家に暮
らす、おばあさんと猫。
窓から見えるのは、灰色
の建物の壁ばかり。「す
てきなおそとがあったら
な」それがふたりの夢で
した。寒い冬の夜に見つ
けた、つつましやかな
ファンタジー。

『イーゲル号航海記　1・2巻』�
斉藤　洋／著　　偕成社�

潜水艇「イーゲル号」が
たどりついた異世界は、
一見、無人の砂漠だった
が…。ふぞろいな５人の
乗組員とイーゲル号の活
躍を描く、摩訶不思議な
海洋アドベンチャー。

５月の図書館カレンダー�

■の日は、図書館がお休みです。�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

1�

8�

15�

22�

29

2�

9�

16�

23�

30

�

3�

10�

17�

24�

31

�

4�

11�

18�

25

�

5�

12�

19�

26

�

6�

13�

20�

27

�

7�

14�

21�

28

　市では、対馬を想う市民の皆さんの生の声を市政の取り組みに反映させる
ため、毎月１回、「かたらんね市長室」を開催しています。�
　これまで以上に皆さんの意見に耳を傾け、より参加しやすい機会を確保す
るため、４月より下記のとおり広聴機会をリニューアルしました。�
　皆様の参加を心よりお待ちしております。�

問い合わせ先�地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ（多田・一宮・西川）�
☎0920（53）6111　E-mail  t i ikisaisei@city-tsushima.jp

〈平成21年度の広聴機会の内容〉�

「広聴機会」をリニューアルしました！�

名　称�

開 催 月 �

申 請 者 �

開催場所�

内　　容�

対談時間�

「かたらんね市長室」

《 偶 数 月 に 実 施 》� 《 奇 数 月 に 実 施 》�

「どこでも参ります！出前市長室」

５月７日�

６月�

８月�

10月　�

12月　�

２月�

厳原地域�

美津島地域�

豊玉地域�

峰地域�

上県地域�

上対馬地域�

５月、７月、９月、11月、１月、３月�

対馬市内であれば地域の指定はございません。�

【計　６回開催】�

個人・団体のいずれでも可能です。�

本庁及び各地域活性化センター内の会議室�
にて開催します。�

まちづくり、観光振興、産業振興、子育て対策、生活環境の向上など元気な対馬づくりの�
ため、市政に反映させたいとお考えの提言・要望など。�

１組当たり30分といたします。�
※１回につき４組までといたします。�

１回当たり概ね１時間といたします。�

まちづくり団体・ＮＰＯ・学校などの団体�
でお願いします。�
※原則10名以上といたします。�

市役所（各地域活性化センター）、地域の�
集会施設など応募団体のご希望により決定�
いたします。�
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〔問い合わせ〕 �
　保健部健康推進課�
　☎0920（58）1116

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�美

津島支部
�

カミカミ料理・おやつ作りに挑戦�カミカミ料理・おやつ作りに挑戦�

材 料 � 作　り　方�
①いりこは焦がさないように空炒りし細
　かく刻む。煎りゴマも切っておく。
②パセリは洗って水気をきり、みじん切
　りにする。わかめもバリバリ状に乾燥
　させ細かくほぐしておく。
③小麦粉、ベーキングパウダーはふるい、
　この中にいりこ、わかめ、ごま、パセ
　リ、砂糖、ごま油を加え、水を少しず
　つ入れてねる。
④めん棒で薄くのばし、好みの形にして
　カラリと揚げる。
※しっかりと薄くのばして型抜きをする
　のがコツです。

いりこ・・・・・・・２０ｇ�
小麦粉・・・・・１００ｇ�
ベーキングパウダー�
　・・・・・小さじ１／２�
乾燥わかめ・・・・・２ｇ�
パセリ・・・・・・・・・少量�
いりごま・・・大さじ２�
砂糖・・・・・・・大さじ１�
ごま油・・・・・大さじ１�
水・・・・・・・・・６０ｃｃ�
揚げ油・・・・・・・・・適量�

（６人分）�

　毎年、美津島北部小学校学校保健委員会活動の「浜っ子クッキ
ング」に参加しています。�
　今回は「噛むことの大切さ」をテーマに３年生から６年生の児
童と保護者、先生方と一緒にカミカミ料理・おやつ作りに挑戦で
す。児童の皆さんは目を輝かせて、一生懸命取り組んでいます。�
　みんな頭に描いた通りに、噛む噛む料理やおやつができたで
しょうか？�
　１年生、２年生は３年生になったら、自分たちも「浜っこクッキング」に参加できると、楽しみにしな
がら、上級生の料理をする姿を見たり、試食したりして、共に食べる大切さを学習しています。�

※申込みは、長崎県後期高齢者医療広域連合☎095（816）3930か、対馬市役所長寿支援課�
　☎0920（58）1117まで電話で平成21年９月30日までに申し込みください。�

あなたもお近くの歯医者さんでお口の健康指導を受けませんか？

対 象 者 �

受診方法�

費　　用�

広域連合から送付する受診券によりお近くの歯医者さんで、３回を限度に受診ができます。�

１回の受診につき200円を自己負担として、歯医者さんの窓口でお支払いいただきます。�

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方（県外居住の方や医療機関等へ�
入院（所）の方は除きます。）�

　長崎県後期高齢者医療広域連合では、疾病予防や身体機能の向上を目的とした、�

『お口“いきいき”健康支援（口腔ケア）事業』を始めました。�

　お口の中の健康が全身の健康に関係していることをご存知でしたか？�

　お口の中を健康にすると、歯の病気はもとより細菌の繁殖を防ぎ、口内炎や肺炎の�

予防になります。�

　きちんと噛んで食べることによって、食いしばる力が出て転倒防止につながります。�

　また、舌やほおなどの筋肉を鍛えることにより、食べ物を気管につまらせることで�

起きる誤嚥（ごえん）性肺炎を防ぐことができます。�

　このように、お口の中の健康は体の健康と密接な関係にあります。みなさんもぜひ�

この機会にお口の健康指導を受けてみませんか？�
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　円高ウォン安が続く最近、韓国を訪れる日本人がとても多くなりました。
釜山に帰る度に感じることでしたが、この前、ソウルまで足を伸ばした時には、
日本に来ているような錯覚を起こすほど、日本人の多さに驚きました。円高
ウォン安の今だからこそ、韓国に行くチャンスかもしれません。^ ＾ゴールデ
ンウィークが近いなど韓国旅行を計画されている方も多いのではないかと思
いますが、今月は韓国旅行に必要な簡単な言葉をご紹介したいと思います。�

　旅行の醍醐味はおいしい料理と地元の人々との楽しい交流ではないでしょうか。簡単な言葉を覚え
て、現地の人々とすこしでも会話をしてみるのは、旅行をもっと楽しく、かけがえのないものにする
ための第一歩だと思います。旅行をされる方は是非覚えてくださいね！また、来月から市役所の韓国
語講座が開講しますので、興味のある方は是非応募してください。お待ちしております！�
それでは、ト　マンナヨ！＾＾�

国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　ン　　　 ス ジ ンス ジ ン �

（観光物産推進本部）�
国際交流員�成　修眞�

ソ ン　　　 ス ジ ン �

（観光物産推進本部）�

　飲食店に入って、おすすめメニュー�
を聞く時には、「モガ　マシッソヨ？」�
（何がおいしいですか）と聞いてみま�
しょう。�

肉を食べる時には、サンチュに�
肉、にんにく、ネギなどをのせて�
巻いて食べましょう～！�

　飲食店で、メニューに指を指しながら�
言いましょう!!ちなみに韓国の焼肉屋は、�
肉だけ注文すれば、野菜は全部ついてき�
ますし、おかわりも自由です。^ ＾�

　韓国のトイレは、日本とは反対�
にトイレットペーパーを便器に流�
してはいけないところが多いです。�

　デパートではできませんが、市場など値札がついてないところでは値切ることもできます。�
この言葉を覚えて、値切ることにも挑戦してみましょう。�

　韓国のタクシーは基本料金が2200ウォン（約170円）
で、とても安いです。地下鉄やバスの基本料金は1100
ウォンですので、3，4人で近距離を移動する場合はタ
クシーの方がもっと安くなる場合が多いので、参考に
してくださいね。�

これ　ください！！�

これ　いくらですか。� 安くしてください。�

トイレは　どこですか。�
おいしいです。�

ホテル　まで　お願いします。�
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　対馬市役所（本庁）に連絡されるときは、次の代表番号に、�
お間違えのないようおかけ下さい。�

☎０９２０‐５３‐６１１１（代表）�

「交通安全都市宣言」対馬市�

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成21年中）� ３月31日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

9�
0�
0�
0�
12�
2

1�
‐1�
0�

‐2�
1�

‐2

10�
‐1�
0�

‐2�
13�
0

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
受
付
分
）�

鰐
　
浦
　
小
島
十
七
男
　
83
歳

　
豊
　
　
八
島
　
幸
枝
　
77
歳

西
　
泊
　
田
畑
シ
マ
子
　
85
歳

西
　
泊
　
安
心
院
綾
子
　
76
歳

大
　
増
　
玖
須
　
藤
枝
　
64
歳

芦
　
見
　
原
田
　
善
春
　
78
歳

上
　
町
　
惣
島
　
　
榮
　
77
歳

浜
　
町
　
倉
成
　
恵
作
　
93
歳

友
　
谷
　
島
居
　
一
元
　
81
歳

　
湊
　
　
福
島
　
美
實
　
80
歳

樫
　
滝
　
原
谷
　
三
治
　
81
歳

樫
　
滝
　
木
村
　
和
子
　
54
歳

三
　
根
　
阿
比
留
タ
ネ
　
93
歳

　
櫛
　
　
久
壽
米
木
峯
生
　
76
歳

志
多
賀
　
串
h
ハ
ル
コ
　
88
歳

仁
　
位
　
宮
内
　

子
　
74
歳

佐
　
保
　
阿
比
留
幸
男
　
85
歳

焼
　
松
　
平
間
實
代
子
　
76
歳

樽
ヶ
浜
　
阿
比
留
英
子
　
72
歳

高
　
浜
　
小
宮
　
秋
三
　
80
歳

根
　
緒
　
西
尾
　
久
男
　
87
歳

吹
　
崎
　
小
川
　
　
仲
　
91
歳

賀
　
谷
　
川
岡
ミ
ツ
コ
　
85
歳

芦
　
浦
　
内
田
千
代
子
　
94
歳

　
曲
　
　
山
下
　
喜
正
　
67
歳

小
　
浦
　
吉
野
　
清
見
　
81
歳

宮
　
谷
　
小
川
　
　
巖
　
86
歳

日
　
吉
　
一
宮
美
千
代
　
60
歳

日
　
吉
　
平
山
　
　
正
　
86
歳

天
道
茂
　
阿
比
留
良
子
　
77
歳

田
　
渕
　
東
　
　
純
弘
　
62
歳

久
田
道
　
岡
田
　
敬
二
　
80
歳

久
　
田
　
和
久
藤
次
郎
　
101
歳

白
　
子
　
a
橋
冨
佐
子
　
79
歳

白
　
子
　
木
内
　
廣
元
　
90
歳

浅
　
藻
　
小
島
小
夜
子
　
76
歳

椎
　
根
　
一
宮
　
孝
久
　
75
歳

上
　
槻
　
熊
本
　
キ
チ
　
96
歳

（
住 
所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《３月》�

福祉のまちづくりこどもセ
ミナー
上県・上対馬地域審議会
部長会議
豊玉・峰地域審議会
対馬の記念切手発売・記念
切手贈呈式
親愛保育園開園３０周年等
記念式典
千俵蒔山野焼き・対馬豆酘
の里ロード・レース大会
議会定例会
ボランティア市民活動連絡
協議会設立総会
議会定例会
大口滞納者対策会議
国道３８２号線（どう坂）
開通式
五根緒漁港関連道整備工事
トンネル貫通式
島産品販売拡大協議（大阪）
壱岐対馬航路活性化協議会
・対馬市応援団会議
退職辞令交付式

１日

２日
３日
４日
５日

７日

８日

９～16日
20日

24日
25日
26日

27日

29日
30日

31日
※太字は島外出張

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �
日
曜
・
休
日
救
急
医
療
在
宅
当
番
医�診療時間　午前９：00～お昼12：00（急患のみ）�

５月３日�

４日�

５日�

６日�

10日�

17日�

24日�

31日�

吉 田 内 科 医 院 �

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

今屋敷ことう診療所�

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

吉 田 茂 幸 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

豊 田 信 寛 �

古 藤 　 剛 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

（厳　原）�

（厳　原）�

（仁　位）�

（佐須奈）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（仁　位）�

（三　根）�

お酒は二十歳に
なってから

お父さん・お母さん�

福岡国税局・厳原税務署�

未成年のお子さんに軽い気持ちで�
お酒をすすめていませんか？�

未成年のあなた�
アルコール飲料をジュースのように�
軽い気持ちで飲んでいませんか？�

４月は未成年者飲酒防止�
強調月間です。�
４月は未成年者飲酒防止�
強調月間です。�

市役所からお願い
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となり

　ます。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病

　院長崎医療センター応援につきまし

　ては、空路欠航等により診療を中止

　する事がありますので、事前に確認

　下さいますようお願いします。�

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よ

　　　りの予約患者様のみの診療を行

　　　っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代

　　　診致します。�

※３．透析診療については、月曜日～

　　　土曜日まで午前中に診療します

　　　ので、お問い合わせください。�

※４．予約制で事業所健診・社会保険

　　　生活習慣病予防検診も行ってい

　　　ます。�

予約にて受付けています。�

12・19・26�

13・20・27

19

12

8：30～11：00�

（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

7・11・14・18�

21・25・28

9：00～�

8：30～11：00

毎週（火）�

毎週（水）�

7�

8

第１（木）�

第２（金）�

耳 鼻 咽 喉 科�

毎週（月・木）�

第３（火）�

第２（火）�

8：30～11：00

8：30～11：00

（福 岡 大 学 病 院）�

眼　　　　　科�
（対馬いづはら病院）�

神　経　内　科�
（市立大村市民病院）�

補 聴 器 外 来�

内　　視　　鏡�

泌　尿　器　科�
（長 崎 大 学 病 院）�

☆�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

12

27

13・20・27

8

13・20

20

13・20・27

16

第２（火）�

第４（水）�

毎週（水）午後�

第２（金）�

第2・3（水）�

第３（水）�

毎週（水）�

第３（土）�

血　液　内　科�
（長崎医療センター）�

神　経　内　科�☆�
（森　　　正　孝）�

循　環　器　科�☆�
（守　崎　勝　悟）�

脳 神 経 外 科�
（長崎医療センター）�

皮　　膚　　科�
（中 対 馬 病 院）�

糖 尿 病 外 来�★�
（川　上　眞寿弘）�

思 春 期 外 来 �
（長崎県立精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

息切れ�

手術が必要な腰痛�

注意欠陥多動性障害（ADHD）�

起き上がったときにおこるめまい�

職場の精神保健�

女性の尿失禁�

24時間電話で健康をお届けします�
☎０９５（８２６）５５１１�

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス�

５月のテーマ�
月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

投稿募集�投稿募集�「広報つしま」にあなたの自慢の�写真を載せてみませんか。�

①市報の表紙（人物・風景など発行月にあったもの）�
②誕生日の紹介（年齢を問わず誕生日の方を紹介します）�

掲載する写真�

〒817‐0012  対馬市厳原町日吉301�
合資会社 厳原印刷所（広報担当）�
☎０９２０‐５２‐０６６５�

問い合わせ先・応募先（広報業務受託者）�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
24

隠れた対馬 の名所を巡 る

冬
を
思
わ
せ
る
景
色�

　
日
に
日
に
暖
か
く
な
っ
て
く
る

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
冬
を
思
わ
せ

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
つ

目
は
、
先
月
号
の
冒
頭
で
も
紹
介

し
ま
し
た
「
鰐
浦
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
」
で
す
。

　
こ
の
鰐
浦
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は

国
内
最
大
の
自
生
地
で
国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
の
初
旬
、
ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
頃
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
純
白

の
花
が
鰐
浦
の
集
落
を
囲
む
山
々
を
真
っ

白
に
染
め
、
ま
る
で
雪
山
を
見
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
開
花
時

期
か
ら
１
ヶ
月
後
に
厳
原
町
の
士
富
地
区

で
見
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
で
す
。

　
乱
舞
も
綺
麗
で
す
が
、
舞
い
疲
れ
た
無

数
の
蛍
が
清
流
沿
い
に
立
ち
並
ぶ
木
々
に

と
ま
っ
て
、
淡
い
灯
を
点
け
た
り
消
し
た

り
す
る
様
は
、
ま
る
で
ツ
リ
ー
に
灯
を
点

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
の
よ
う
で
す
。
サ

ン
タ
さ
ん
が
ソ
リ
に
乗
っ
て
降
り
て
く
る

の
で
は
、
と
空
を
見
上
げ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
く
ら
い
幻
想
的
で
神
秘
的
な
美
し

さ
で
す
。

　
幽
玄
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
度
、
家
族
や

友
人
と
一
緒
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

asig
h

tseein
g

@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

　
　
　
対
馬
を
題
材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

　
　
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が
対
馬
、
壱
岐

市
内
の
37
郵
便
局
で
３
月
５
日
か
ら
６

月
４
日
ま
で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郵
便
局
株
式
会
社
九
州
支
社
が
「
豊

か
な
自
然
と
悠
久
の
歴
史
、
国
境
の
島

対
馬
２
０
０
９
」と
銘
打
ち
、対
馬
だ
け

に
自
生
す
る
「
ハ
ク
ウ
ン
キ
ス
ゲ
」
や

「
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
」、
国
の
天
然
記
念

物
「
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
」、
野
鳥
の「
ヤ

マ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
な
ど
島
を
代
表
す
る

動
植
物
10
種
類
が
切
手
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
シ
ー
ト（
10
枚
）１
２
０
０
円
）

　
こ
の
ご
当
地
記
念
切
手
は
、
千
部
発

行
さ
れ
、
島
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組

み
。
同
支
社
で
は
「
こ
の
切
手
が
、
島

の
Ｐ
Ｒ
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば
」
と

期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
発
売
後
の
反
響

も
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
・
同
支
社
営
業
本
部

　
　
☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
５
２
８
２

　３月３日、厳原町小茂田の民家近くの田んぼに北帰行の

マナズル約100羽が立ち寄りました。

　九州と朝鮮半島の間に位置する対馬は、渡り鳥の絶好の

休息地で、特に上県町佐護で休息する姿が３月末まで見ら

れます。小茂田地区に沢山のマナヅルが飛来するのは始め

てで、近くに住む齋藤信子さんは「２日の夜やかましい鳴

き声で眠れなかった。朝、沢山のツルが、田んぼにいたの

でびっくりしました」と話してくれました。

　餌をついばんだり羽を広げ羽繕いをする優雅な姿は、訪

れたカメラマンや住民の目を楽しませていました。

士富のゲンジボタルの乱舞�
（柳田政則さん提供）�

小茂田地区に珍客が�

島
の
薫
り
が
満
載�


